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はじめに

"Wi
ckiana"と い うのは作者Wickの 名 にちなん でつけ られ た"本"の 呼び名 であ る。作

者 とい うよ りも収集者あ るいは編纂者 とい うべ きか も しれ ない。 しか しWickの 場 合あえて作

者 とい って もよいだ ろ う。 この"本"を 一言で説 明す るのは難 しい。そ こでWickianaを 取 り

上げた二人 の研究者 の論文 の標題をあげてみ よ う。

一DieWickscheS媚 規伽gvonFlugblatternundZeitungsπ α6加嬬 競inderStadtbib-

liothekZtirich-vonRicardaHuch1)と

一JohannJakobWick(1522-1588)undseineSα 規規伽gvonハ 耽 加勉 競zurZei←

geschichte-vonMatthiasSenn2)で あ る。

この両者に共通 してい る語はSammlungで あ りNachrichitenで あ る。Wickが 様 々なニ ュー

スを多様 な情報源 か ら28年 間にわ た って集め た ものであ る。現代的 な言 い方 を考え てみ ると

"20世 紀 の証言"な どとい う本 の題名 が思い浮かぶ
。 それ に相 当す る"時 代(16世 紀)の 証言集"

で あ る。HuchはZeitungsnachrichtenと い う語を使 っている。 このZeitungが 現 代では新聞を

指すため、論文 の冒頭で この語 の意味を説 明 してい る。現在 の新聞が政治 ・経済 ・文化 ・娯楽

等、社会生活 のほぼすべて の領域を カバ ーす るニ ュースや解説、論説 などを集め、定期的に大

量に発行 され る比較的安価 な印刷物を指す のに対 し、16世 紀 のZeitungは"人 々の耳 目をそば

だたせ る よ うな事件につ いての知 らせ"3)と い う意味 であ った。Huchは 今 日で も時折 この意

味で使われ ることがあ ると してい るが、現在ではZeitung・ 新 聞 がす っか り定着 してい るとい

って よいだ ろ う。現代では社会的伝達(マ スメデ ィア)に 対す る関心が高 く様 々な角度か ら研

究 されてお り、史的研究では新聞 の起源 も議論 され、 ドイ ツ語圏では17世 紀前半 の週刊新聞が

今 日の新聞 の始 ま りだ とされてい る。Huchも 現 代 の定期刊行物 としてのZeitung(新 聞)の 萌

芽 と して、17世 紀前半 の週刊新聞をあげてい る。一世紀近 くも前に この指摘を してい ることは、

高名 な女流作家 と して のHuchが 歴 史学者 と して も一流であ った ことを示 してい る。16世 紀中
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は"NeueZeitung"と して一枚 印刷物(Flugblatt)の 見 出 し語であ った。Wickは こ のFlugblatt

を は じめ と して、 口頭、文書を とわず入手 しうる限 りのすべて のニ ュースや報告 などを集めた

のであ る。今後 ニ ュース と共 に情報や資料 とい う語 を使 ってい く。す るとWickianaはWick

の"情 報集"と い うこ とになるのだが、"証 言 集"と した ことについては作者 の意 図を推測 し

て の命名であ る。

この論文は この"情 報集"が 我 々に どのよ うな意義を もってい るかを考察す る一方で、そ の

作者像を複数 の研究者 の記述か ら、探 ることを 目的 と してい る。 この情報集はいわば無名 の存

在であ る。今 までそれ ほ ど多 くの研究者に取 り上げ られ てきた とは言 い難 い。 またZUrichと

い うスイ スの一都市に なぜ ヨー ロッパ中か ら、 きわめて迅速に大量 の情報が集 まった のか とい

うことも、現代 の我 々のi理解 を越 え るものがあ る。Wickは30年 弱 の間に きわ めて膨 大 な量 の

情報を集め、保存 した。 しか しそ の中に作者 自身 と作者 の私的生活、す なわ ち家庭生活につい

て の記述 はほ とん ど含 まれてい ない。 この ことは、Wickianaに 関 わ った研究者 が一 致 して指

摘 してい ることであ る。それ以外 の情報はそ の質に関わ らず、た とえ多少いかがわ しい情報で

あ って も、細大漏 らさず集め、記録 し、書 き写 し、貼 り付けた のであ る。そ の対比は誰 の 目に

も明らかであ る。 しか しWickianaに つ いて の新 しい研究は作者に新 しい角度か ら光を当てて

い る。す なわ ちWickianaの 記 述 の中か らではな く、ZUrichの 家 系譜や聖職者譜を丹念に調査

し、Wickの 家 族構成を 明 らか に した。 この研究か ら ヒン トを得 て、Wickと い う人物 と彼 の

作品について新 しい角度か ら考えたい。

IWickianaに つ い て

1.形 態

ZUrich中 央図書館 の手稿本部門に保管 されている16世 紀後半ZUrich大 聖堂教会参事会員

JohannJakobWickに よって集められた時代の証言、情報集Wickianaは きわめて膨大なもの

である。 クオー ト判(全 紙四つ折 り判)な い しはフォリオ判(全 紙二つ折 り判)の 大型の本24

巻で、ページ数は318か ら1034ペ ージ、平均すると一冊が約610ペ ージになる。一巻は通常1年

間の、まれに2年 間の出来事の資料を含んでいる。Wickは 情報を到着順に本に記載 または収

録 した。従ってほぼ時の経過にそ う配列になっているとはいえ、この配列は、頻繁に以前の情

報の繰 り返 しや補い、さらにはその時点の問題とは全 く関係のない事柄などの割 り込みなどで

乱されている。この繰 り返 しや、きわめて多様な情報が無秩序に収録されていることから、こ

の資料集は偶然的なものをごちゃごちゃ並べたもの、といった印象を与えかねない。また情報

の形態が雑多なことも、その印象を強 くしている。それらはまず筆記 したもの、印刷物、口頭

で伝えられたものに大別される。
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a)筆 記 したもの

手紙類:全 体を完全にコピーしたものは少数派である、かなりのものは要点だけコピーされ

ている。若干オリジナルの手紙があ り、完全に収録されている;日 々の出来事に対する内省的

な、風刺的な詩や歌;故 人になった有名人の墓銘碑;様 々な機関や契機に関わる多数の名簿;

旅の報告の全記録;州 議会の議事録、ほか。

b)印 刷 物

Flugblatter,Flugschriften等 。 印刷物はそ のまま貼 り付けた り綴 じ込んだ りして収録 されて

い る。

ところでFlugblattとFlugschriftに は 現代 の独和辞書ではそれぞれ ビラ ・ちら しとパン フ レ

ッ トとい う訳語 が与 え られ て い る。 しか しこの現 代語 訳 では16世 紀 に おけ るFlugblattと

Flugschriftの 持 つ重要 な役割 が表 現 され ない。 この二つ の文書 の性 格につい て簡潔 かつ 明快

に説 明 してい るFehrを 引 用す る。「激動 の宗教改革の時代印刷業者は彼 らの技術を三つ の方

向に応用 した。一つ は学者 のための書籍:であ る。次に知識層 のため のFlugschriftで あ る。三

番 目は民衆 のため のFlugblattで あ る。字の読め るものが少 なか った民衆は挿 し絵を大いに好

んだ。そ のため大量発行 され る民衆 向け のFlugblattに は 絵入 りのものがほ とん どだ った。激

しい論争が この手段でや りと りされた。民衆を動かそ うとす るものはFlugblattを 利 用 した。

この印刷物に よる人 の心を強 くとらえ、引 っさら うよ うなス ローガン な しには大衆を獲得す る

ことはできなか った。Flugblattは この世 紀 の精神的 な鞭 だ った。そ して多数 の人 々が この鞭

を望んでいた のだ。だか らこそ時代を動かす 出来事 の報道者、新 しいイ デーの伝道者た ちは競

って この手段に訴えた のだ...」4)。

Flugblattは 一枚 の紙に 印刷 され た もの、あ るいはそれ が二 つ折 りに された ものであ る。そ

れに対 してFehrはFlugschriftを 以 下 のよ うに説 明 してい る。「_FlugschriftはFlugblatt

を 拡 大 し、詳 しくした ものに他 ならない。 日々の出来事を報道す るばか りで な く、意見形成 の

イ ニシ ャテ ィブを とり時代 の動 向に影響を与 える もので あった。Flugschriftは 常 に一 つ の事

柄だけを扱い、かつ読者に よ り高度 の要求を した。す なわ ちよ り主体的に事柄に関わ ることを

求めた のだ。小 さな本 の性格を帯び る場合 もあ った...」5)。

以 上 の引用か ら、Wickの 収 集 の重要 な部分を なす のがFlugblattで あ り、Flugschriftで あ

ることは納得がい くだ ろ う。Huchも この本の内容をFlugbattを 中 心に考察 してい ることは先

にあげた表題か らも明らかであ る。Fehrの 記 述 に もある よ うにFlugblattは 挿 し絵(木 版画に

手で彩色 した ものが多い)が 本質的 な意味を持 っていた。 このほかに もWickianaに は 無数 の

手書 きに よる、挿 し絵が ち りばめ られていて、 この資料集 の特徴で もあ りかつ魅力に もなって

い る。色彩鮮やかに、 ぎごちな く、素朴、時には粗野に描かれた絵は、記事 の内容を よ く補 っ
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ていてそれらを具体的に示すのに大いに役立ってお り、その数は千以上にも及ぶ。巧みに描か

れた絵と並んで、素朴な筆の技巧とは無縁の絵もある。作者を同定 しようとい う研究者の努力

は報われていない。 しか しWick自 身が作画に携わ っていたことは確実視 され ている。

Flugschriftenの 方は数からいって500編 以上、中にはかな り分厚いものもあ り、Wickianaの

重要な収集部分をなすばか りでなく、それ自体で、16世 紀後半の驚 くほど活発だった印刷活動

を証するものとなっている。

以上のようにWickianaの 外面的な構造を概観 しただけでも、その多様性、 あるいは雑

多性といってよいかもしれない に現れているその本質的な特徴は明らかである。このこと

は内容においても確認される。このような多様性はこの作品全体が有する形式上の非拘束性が

あってこそ可能になる。Wickが 作 り上げたものは、当時形式が決 まっていた歴史記述のジャ

ンルには入らない。また 日記体の記述があるに しても、 日記とはいえない。とはいえ書簡集と

い う表現も適切ではない。さらには絵入 り年代記とすることも許されない。年代記とい う名称

には歴史的な出来事の諸関係が、体系的にとらえられ記述されされていることが期待されるか

らである。Wickの 本はこのような年代記のための多 くの素材を含んでいる、としてSennは

この本をWickの"Kollektaneen"(論 文や詩文か らの切 り抜 き集)と 呼ぶのがもっとも適切だ

ろうとしている。最初にこの本の内容を一言で説明するのは難 しいとした理由が以上で説明さ

れたと思 う。Wickが 死亡した1588年 当時、 この本の性質は、周囲の人 々にすでに知 られてい

た。市政に関する多 くの資料がそのまま収録されているため、すべての人に無条件で公開する

ことは、好ましくないと考えた市参事会は、彼の死後、収集物を教会の図書館へ移管 し非公開

とすることを決定 した。そのためWickianaは 完全な状態で現在まで保存されるとともに、広

く知られることもないとい う結果を招いた。

2.成 立

Wickは なぜ この本に着手 したかについて、具体的 に説 明 してい るわ けではない。 しか し第

一巻 の冒頭に"こ の本へ の手引 きについて の覚え書 き"と い う短い メモが載 ってお り
、 この本

を書 き始め る契機について、多 くの示唆を与えて くれ る。そ の箇所をあげ る。

「この本には次 々と起 こる多 くの出来事が記録 されてお ります。 と くに1560年"無 皐 の子

の 日"に 天が燃え上が るとい う不思議 な現象が現れ、そ の前後で様 々な出来事が起 こ りま

した。 フラン スのアン リニ世 の急死、1559年 のLuzern市 長Ritterの 死 等 々であ ります。

これ ら全て のことがZurichの 教 会に仕え る私JohannJakobWickを して この本を書 き始

め させ る切 っ掛け となってお ります。私は と りわけ1560年 か ら1588年 までに起 こったい ろ

い ろな出来事を、すべて書 きとめ ま した。読者 のみ なさまが これ らの話を注意深 く読 まれ

るなら、 この陰欝 な時代について の感慨を深め られ るであ りま しょう。特に フラン ス、 オ
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ラン ダや他 の国 々で起 こった 出来事に」6)。

ここに1560-1588年 とあ ることか らわ か るよ うに、 この覚え書 きは着 手 した年 に書 かれ た も

のでは ない。1577年 に 書かれた ものが、死後、死亡 の年 の1588年 に 訂正 された ものであ る。

しか し第一巻 の内容か ら1560年 後 半 に、Wickが 自分が生 きてい る時代 の出来事の記録 と、

それに関す る資料 の網羅的 な収集を志 した こと、かつ実際に着手 した ことが裏付け られ る。 さ

らにWickは そ れ までに も同時代史へ の資料 の収集に関心を持 っていた こと、折に触れてそれ

らを保存 していた ことは、第二巻 の内容か ら推測 され る。1560年 以 前 の古い資料が収め られて

い るか らである。 ところで、 ここにあげ られてい る三つ の出来事は期せず して、Wickの 本 全

体 の内容 に よ くあ ってい る ことが指摘 され ている7)。Wickが 生 きていた のは宗教 改革後 のカ

ンリック派 と改革派 の対立が生み 出す緊張 の時代であ った。人 々の最大 の関心事は宗教であ り、

しか も妥協を許 さない この両派 の対立であ った。 アン リニ世 の死は フラン スで迫害 されてい る

プ ロテスタン トのユグノー派 の人 々の運命に関わ るものと受け止め られた。外国におけ る宗教

対立 の状況にWickは きわめて大 きな関心を寄 せていた。Wickば か りでな く、Lutherよ りは

るかに徹底的に宗教改革を推進 した、ZwingliのZUrichに 生 きる全市民 の関心事であ った。そ

の関心 の対象 の筆頭に くるのが隣国 フラン スのユグノー派をめ ぐる動 向であ った。

次 のカソリック 都市Luzern市 長Ritterの 死 はそ のセン セーシ ョナル な背景 のみで な く、 ま

さに宗教対立 のスイ スにおけ る事例 の代表 なのであ る。LuxRitterは 傭 兵軍を率いて、 フラン

スでカソリック 側 のユグノー派に対す る戦争に参加、軍功を立て る。故郷 のLuzernに 帰 って

か らは、政治的 な権力を手中にす る。 また フラン スか ら年金を支給 され経済的に、 もっとも恵

まれた境遇にあ った。権力 と富 の両方を得た彼はLuzernに 豪 華 な邸宅 の建築を計画す る。そ

のため に各地 か ら腕 のあ る職人を雇 い入れ る。 その中に石工 のLynが いた。彼 は信仰 上 の問

題か ら、 これを断 るが、Ritterの た って の願いに負け、宗教上 の問題は不問す る、 とい う約束

で、仕事を引 き受け る。Lynの 人 柄は周囲 の人 々の信頼を得、は じめは全てにおいて順調に進

行 した。あ る時、酒場でRitter,Lyn,司 祭 た ちが酒を飲んでいた とき、些細 なことか ら口論 と

な り、Ritterは 酔 った勢 いでLynの 信 仰 をか らかい始め る。 これが私邸 でな く酒場 とい う公

開 の場であ ったため、信仰上 の問題について の風聞を市当局は見逃す ことがで きず、Lynを 審

問す る。 この場 でLynが 異 な る信仰を もっている ことが明 らかに な り、市 当局 はかれに死刑

の判決を下 さざるを得 な くなる。 これは1559年5月 に執行 され る。Lynの 予 言 した ようにRit-

terの 建物 は未完成に終わ り、RitterもLynの 処 刑後3日 後 に死亡す る。 これ はWickianaの 記

述をで きるだけ簡潔に述べた ものであ る。Ritterは 現 代 のスイ ス百科事典では、職人 の家か ら

出てLuzernの 最 高権力者に至 る生涯が記述 されてお り、Lynと の関わ りは書かれてい ない。

また彼 の始めた建築は彼 の生前には完成 しなか った ものの、現在 も残 ってお り、彼 の富を しの

ばせ るものとなってい る。当時 のFlugblattの 記 事が どのよ うな性格 のものであ ったかを うか
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が うことが出来よう。

第三の事件として"燃 え上がる天"と い う自然の異常現象が取 り上げられている。これは北

極光なのであるが、当時の人々にとって天に現れた異様な色彩は神の人間に対する警告以外の

何ものでもなか った。Wickianaに おける自然の異常現象についての情報の収集は重要な領域

をなしている8)。

3.出 典

Wickが 情 報 の収集 と保 存に着手 した1560年 以 降、彼 の元へ途切れ ることな く、大量 の情報

が届いてい る。 これ らの情報 の出典を厳密に追跡す ることには、あ ま り大 きな意味は ない。 ま

た不可能であ る場合が多い。多 くの情報(Nachrichten)に は 一般的な表題(NUwezytunguR_

den28Merzenま た はWiediserzythinundharettlichhaxenverbrent等 々)9)以 外 にはそ の出

所について の記述は ないか らであ る。

口頭で伝え られた ものか、文書に よるものかはそ の文体 と内容か らあ る程度 までは区別で き

るが、文書に よる場合、個人的 な手紙か、 印刷物か、あ るいは何 らか の無名 の印刷物 の一部か

を区別す ることは、 きわめて困難であ る。手紙や通信文 の場合、差 出人や、宛名がわか るもの

があ り、それ らか らだけで もきわめて広範囲 な しか も多様 なつ なが りか らWickの も とに情報

が届いた ことがわか る。 しか し最 も重要 な情報 の提供者はWickの 上 司であ ったHeinrichBul-

lingerで 、1575年 に死亡す るまでその状態 は変わ らなか った。BullingerはZwingliの 後 継者で

ZUrich大 聖 堂教会 の最高位 の聖職者(Antistes)10)で あ った。彼か らWickは 実 に様 々な情報 の

提供を受けてい る。BullingerがZUrich最 大 の教会 の最高責任者であ るとい うことは、当時 の

ヨー ロッパ の宗教界、ひいては学術お よび政治 の世界 の中心人物 の一人であ ることを意味す る。

なぜ ならZwingliの 指 導に よって スイ スで最 も早 く宗教改革を受け入れたZUrichは 国 内ばか

りで な くヨー ロッパにおけ る改革派 の重要 な拠点 の一つ と して、指導的 な立場に立 っていたか

らで ある。Bullingerか らは彼 の世 界的な規模 の私的 な文通 の一部ばか りでな く、公 的な性格

の記録文書 も多数提供 されてい る。私的 な文通 とはい って も、 これは宛 名がHeinrichBullin-

gerに な っている ことであ って、 内容 が私 的な もの とい うことを意 味 しない。各地か ら様 々な

報告がAntistes個 人 宛 に届 いた こ とが考 えられ る。特 にGenf(ジ ュネ ーブ)か らはCalvinの

後 継者であ るBezaが フ ラン スや オ ラン ダの情勢 につ いての多数 の通信 を送 って きた。Bullin-

gerとBezaは1551年 に ドイ ツのBadenで 知 り合い、それ以来活発 な文通が取 り交わ されてい

た。BezaはGenfに お け る改革派 の中心的 な指導者であ ったばか りで な く、 フラン スでは ユグ

ノー派 の指導者や王族 と個人的に も知 り合いであ り、緊密 な交流があ った。従 ってBezaか ら

のフラン スや オ ラン ダの情勢 についての情報 は もっとも信頼 の置け る ものであ った。Wickの

収 集 の中で もフラン スに関す る情報が量、質 ともに充実 してい るのは、 このためであ る。
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Bezaは またBullingerあ て に書いたばか りで な く、ZUrichやBernの 説 教師た ち宛てに手紙

を 出 してい る。 もちろんZUrichの 第 一人者 がBullingerで あ ることは 自明のことで、彼は これ

らの通信を最初 の者 と して受け取 ってい る。 ここで宛名人 と受取人 の関係を16世 紀 のコ ミュニ

ケーシ ョン状況か ら考えてみ よ う。Wickの 本 の中にはBezaが フ ラン スか らGenfのCalvin

あ て に 出 した手紙が存在す る。 このことは受け取 った者が、それを さらに別 の人へ送 った こと

を意味す る(こ こではGenfのCalvinか らZUrichのBullingerあ て)。 このよ うな活発 な手紙

の交換は当時にあ っては新 しい ニ ュースや情報が伝播す るため の重要 な手段であ った。 これ ら

の手紙は幾重に も書 き写 され、 さらに多 くの人 々の手に渡 った のであ る。 ニ ュース等ばか りで

な く宗教や学術上 の問題について の意見や主張 も手紙で発表 され広 まった。当時 の手紙 とい う

メデ ィアの公開性は現代 の私的 な手紙 とは全 く異 なるものであ った。手紙は このよ うに16世 紀

の重要 な社会的 コ ミュニケー シ ョンの手段ではあ ったが、 もしこのZUrichの 最 高位の聖職者

が当時 のヨー ロッパ の精神界で中心的 な位置を 占めてい なか った ならば、 これほ ど多彩 な相手

との文通は不可能だ った ろ うとWickianaの 研 究者 は指摘す る。 と りわ けBullingerの 文 通 の

うちご く一部だけが収録 されてい るにす ぎない のであ るか ら。 この多彩 な文通相手 の一例 と し

て ユグノー派 の指導者 と して有名 なフラン ス王族 のコン デ王子がBullingerに 個 人的に書いた

感謝状がWickianaに 載 ってい ることをあげてお く。発信地は スイ ス各地方ばか りで な くフラ

ンスや ドイ ツ、イ ギ リス、 ポーラン ドなどヨー ロッパ各地にわた ってい る。 また当時 のいわゆ

る知識層 の人 々が どれほ ど大量に手紙を書いたか、あ るいは文通を交わ したか、 とい うことも

現代 の我 々の理解を超え るものがあ る。

Bulingerは 手 紙類 のほか公的な性格の文 書、市政記録に関す るものやMandate(委 任 状)、

Urkunden(証 文 類)、SendschreibenandenRatderStadtZUrich(市 参 事会へ の通達状)、

verschiedeneFlugschriften(さ ま ざ まなパン フ レッ ト)等 を提供 した。そ の際Wickは 通 常

〈AdDominumBullingerum>(最 長 老 のBullinger殿 宛)と 出所を記 してい るが、短い文書 な

どでは必ず しも記入 しない場合 もあ った と考え られ る。1575年 にBullingerが 死 亡 した後は、

そ の後 継者 た ちがWickの 収 集 に熱 心 に協 力 してい る。 またBullingerの 息 子(Johannes

RudolfBullinger)も 父 がWickの 収 集を援助 してい ることを知 っていて、彼が説教師 と して働

いていたBerg地 方 か らニュースを送 って きてい る。Wick個 人 宛 の手紙 ももちろん コ ピーで

は な くオ リジナルで収録 され てい る。以上は文 書に よる情報 の出所 の概略 であるが、Wickは

口頭で伝え られた ものも記録 してい る。

彗星 の 出現 や天 に現れ た異様 な色彩や形 は即座 に市民達 に よってWickに 知 らされ た。

Wickは 直 ちに彼 らと出かけて 自分の 目で確i認 し、そ の様子 を詳細 に書 きとめた。あ る時は死

者 の踊 り(Totentanz)を 目撃 した とい う10才 の少年 の話 をその まま記 している。 その際話 の内

容に少 しも疑念を挟 まない。 ヨー ロッパ精神界 の最高指導者や高位 の人 々の手紙等 と並んで、
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この よ うな名 もない市井 の人 々が もた らす 、 中には信 愚性 が危 ぶ まれ る よ うな話 な どが、

Wickianaに は並 んで収録 され てい るのであ る。 このこ とがWickianaの 研 究者 たちを悩 ませ

て きた とい って よいだ ろ う。取捨選択が全 く行われてい ない、整理が されてい ない とい うこと

は、現代 の研究者には ネガテ ィーブな印象 しか与え ない よ うであ る。 この点については最後に

ふれ る。

4.内 容

Wickは 情報の収集を始めるに当たって範囲を限定する基本テーマを設定 しなかった。もし

そ うであれば自ずから情報の取捨選択と、構成的な資料配置が行われていたであろう。そ うで

はなく、すでに繰 り返 し述べてきたように、入手 した全ての情報をそのまま収録するとい う方

法を採ったため、彼の本には、きわめて様々な問題についての雑多な情報が盛 り込まれること

になった。従ってそれぞれの問題の具体的な内容に立ち入るよりも、ここではWickiana全 巻

の根底に流れている基本的な トーンを探るほ うが現代の我々にとって有意義であるだろう。

まず全巻を概観すると、 日々の出来事についての情報を政治的なものと非政治的なものの二

つに大別することができる。さらに政治的な出来事に関するものをスイス国内と外国の問題に

分けて考えることができる。なお16世 紀のヨーロッパでは政治的な問題とは必然的に宗教上の

問題であったことはい うまでもない。

A)ス イ ス国内における政 治/宗 教に関わ る 日常的 な出来事

ZUrichはZwingliの 指 導 の もとに1523-25年 に宗教改革 を導 入 し、その後 多 くの都市が これ

に ならった。従 って16世 紀 のスイ スの都市は宗教上、改革派、カソリック 派 と両派 の混在 とい

う3つ に色分け され ることに なった。 この状態は本質的には現在 まで変わ らない。 スイ ス国 内

の各都市 が この色分 けに よって多かれ少 なかれ対立 関係にあ った のであるか ら、Wickianaに

は このことに起因す る様 々な 日常的 な トラブルが記録 されてい る。 これ らを理解す るために ま

ずそれぞれに属す る都市名をあげてお く。

カン グックの都市:

Luzern,Uri,SchWz,Unterwalden,Zugこ の五つ の都市 は"fUnfOrte"(五 都 市)と して カ

ンリック派 の中で も中心的 な存在であ った。 これ らに続いてFreiburgi.U.Solothurn,Wallis,

AbteiSt.Gallen,Rottweil,Ennetberg,Vogteien等 。

改 革派の都市:

ZUrich,Bern,Basel,Schaffhausen,StadtSt.Gallen,Biel,MUIhausen,Neuenburg,Genf。

両者 混在都卜市:

Glarus,Appenzell,Graubunden,Toggenburg,ア ル プス山脈 の南側 の多 くの地域。
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例1

1586年 物 価騰貴で苦 しんでいたGlarusか らZUrichは 大 量 の穀物を リマ ト河に流 してい ると

い う噂が広 まった。 この根 も葉 もない噂にZUrich市 民 は憤慨 し、正式 にGlarus参 事 会へ対 し

て抗議 し、主張を通 した。

例2

1582年Zugの 人 々が カペ ラー戦(KappelerKriege)の 古 戦場Gubelで 戦 死者 の骨を掘 り出 し

不敬 な振 る舞いに及んだ こと。1531年KappelでZUrichはカソリック 軍 と戦 って敗れ、Zwir卜

gliは 戦 死 した。 この敗戦 はZUrich市 民 に忘れ る ことので きない傷痕 を遺 した。ZUrichは 厳 重

にZugに 抗 議 し、長 い困難 な交渉 の末遺骨 は再 びGubelに 埋 葬 された。

例3

上 記 とは反対 に改革派のほ うが問題 を起 こした例で ある。Luzernへ 向か うカソリック の聖

者像を満載 した荷馬車 がZUrichを 通 過 しよ うと した ところ、大騒 ぎにな り、何人 かの若者が

車に襲いかか り、それ らを打 ち壊 した こと。

これ らの出来事は一時は世間 の注 目を集め るとはいえ、 日常的 な事件 といえ るものであ る。

次は社会的にず っと深刻 な問題であ る。

スイ スは傭兵輸 出国であ った。 スイ スのカソリック 側 の都市では法王やサ ヴ ォア公や スペイ

ンと結 んで傭兵 を出 した。一 方ZUrichは 全16世 紀 を通 して傭兵 を出す ことを禁 止 していた の

で、カソリック 都市 の傭兵派遣 は常 に憤慨 の種 であ った。ZUrichは 当 然 フラン ス のユグノー派

を支持 していた。 しか しユグノー戦争に簡単には援軍を 出す ことがで きなか った。 同 じ誓約 同

盟 のスイス人がカソリック 側の傭兵 として戦 ってい る ことは、ZUrichに と って なん とい って

も我慢 ので きない ことであ った。いつ もは控えめ なWickも こ の件に関 しては時折記事 の欄外

に短い書 き込みをす ることで、憤愚 の気持 ちを表 してい る。

傭兵 のさらなる問題は解雇 された傭兵が落 ちぶれた惨め な状態で帰国 し、そ の道徳的に も堕

落 した行状に よって も故郷 の人 々の重荷に なることであ る。失業 して スイ スへ帰 って きた傭兵

は犯罪者に なるよ りほかは なか った。解雇 された傭兵が別 の軍隊に雇われ よ うと して うま く行

かず、放火 と殺人 の罪で処刑 され る顛末をWickianaは 伝 えてい るが、多 くの例 の一つに しか

す ぎない。

改革派 のも う一つ の中心都市はGenfで あ る。 フラン スのカソリック 軍に対抗 してGenfを

中 心にZUrich、Bernは 結束 を固めEwigerBund(永 遠 同盟)を 結成す る。ZUrichは こ の同盟

の規約に基づ いて1586年 に300人 の軍をGenfに 派 遣す る。ZUrichが 外 へ軍 隊を派遣す るのは

55年 ぶ りのことであ るとWickは そ の華やか な出兵式 を描写 している。

グ レゴール13世 の改革 カ レン ダー問題

現代 のカ レン ダーは ユ リウス暦に基づいてい る。1582年 に グ レゴール13世 は長年積み重 なっ
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て生 じた10日 間のずれを調整するため10月4日 の後に10月15日 がくるようにし、春の始ま りを3

月21日 に した。このカレンダーはカソリック 側にまず受け入れられたが、改革派の受け入れは

ずっと遅れた。両者が混在 しているところでは様々な混乱や悲喜劇が生 じた。

このようにWickianaの いたる所で宗教上の対立から生 じる社会的緊張を読みとることがで

きる。この対立はごくささいな切っ掛けで、重大な事態に発展 しかねないものであった。同じ

誓約同盟国(ス イス)の 国民として宗教上の対立を越えて和解 しようとい う試みが行われた。

Wickianaの この箇所をHuchは 心を和 ませる楽しいエ ピソー ドであると述べている11)。1585

年4つ の改革派の都市からスイス中央部のカソリック 派の都市へ使節団が派遣された。使節団

は大いに歓迎され、は じめての土地の観光もかねた旅の様子が描かれている。 しか し宗教に関

わる問題になると、完全に理解 し合 うとい うわけにはいかなかったようである。

翌年返礼としてカソリック 都市の使節団がZUrichを 訪れた。ZUrichが 豪華な宴会を用意す

る様子が詳 しく報告されている。しかしこの席での使節団の演説はZUrich市 民の憤慨を買い、

会談は物別れに終て しまった。

このエ ピンー ドにはHuchな らずとも、誰でも感銘を受けるだろう。同じ国民であるとい う

自覚と平和を希求する気持ちの強さに。それにも関わらず解消 しない宗教上の対立に、当時の

人々にとって信仰がどれほど大切であったかを改めて思い知らされるのである。

B)外 国における政治的出来事

バルテル ミの夜、すなわち1572年8月23日 から24日 にかけての夜、パ リで旧教徒がユグノー

派教徒を大量に虐殺 した事件。

RicardaHuchはWickianaの 中でもっとも充実 した情報の収集としてバル トロメウスの虐殺

に関するものをあげ、詳細に検討を加えている。ここでそれを紹介する余裕はないが、Wick

にとって最大の関心の一つがフランスにおけるユグノー派をめ ぐる状況であったことは前にも

書いたとお りである。 しかもBullingerの もとへは、当時にあってはもっとも信頼できる人々

からきわめて速やかに情報が届いたのであった。パ リで起こったこの事件についての第一報は

数 日を経ず してZUrichに 届いていたのである。当時の人々が この未曾有の事件にどれほど衝

撃を受けたかはWickianaか らうかが うことが出来る。現代において世界の各地で多数の人々

が犠牲になる自然災害や、事故が頻繁に起こっているが、バルテル ミの虐殺が当時の人々に与

えた衝撃の大きさは、唯一原爆投下のそれとのみ比較され うるのではないかと思われるほどで

ある。Wickが ユグノー派をめ ぐる状況に強い関心を持 ったのは、ユグノー戦争に、改革派と

カソリック派の対立がもっとも厳 しく現れていたからである。個人的な感想を表すことがきわ

めて少ないWickが この問題に関しては、 しばしば怒 りの声を欄外に書き付けている。
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フラン スの次に関心が 向け られた のは オラン ダにおけ る解放戦争であ る。 ここには独立を求

めて ハプスブル ク家 と戦 った スイ ス国民 の過去が投影 されてい るといえ よ う。 この二国に比べ

ると ドイ ツか らの情報は比較的少 ない。ザ クセン や プフ ァル ツにおけ るカルバン 派 の迫害、無

数 の領邦国家 のあ り方や君侯会議や帝国会議(FUrsten-undReichstag)あ るいは皇帝 の即位式

について の報告等であ る。

イ ギ リスについては スイ ス国民はエ リザベ スー世女王に対 して 同情的だ った ことが うかがわ

れ る。 ポル トガル王 の家系が絶え、 スペイン のフ ィリップニ世がそ の領土を手に入れた ことも

報 じられてい る。

東か らの脅威は トル コ人 と ロシア人であ った。 しか しFlugblattに 描 かれた トル コ人はあ く

まで観念的にキ リス ト教に とって の最大 の敵で残忍で非人間的 な存在に なってい る。 このこと

は ヨー ロッパに とって トル コ人がいかに大 きな脅威であ ったかを示 してい る。従 って1572年 レ

パン トの海戦で西側 の連合艦隊が トル コ船団に大勝 した事件はキ リス ト教界に とって、 まさに

ビッグニ ュースであ った。改革派に とって も歓迎すべ き勝利ではあ ったが、カソリック の連合

軍 とい うことで、複雑 な心境に ならざるを得 なか った様子がWickianaか ら うかがわれ る。

Wickianaに は重大 な事件が起 こるたび に情報量 が急激に増えて いる。す でに述 べた よ うに

バル テル ミの夜 の虐殺事件 の情報はWickianaの 中 で量が もっとも多い ものであ る。当然大 き

な事件が ない ときには情報量はず っと少 な くなる。

これ までにWickianaに 載 ってい る、 日々起 こる時事的、政治的 なニ ュースを概 観 して きた

が、 これ らの情報 が、様 々な国や地域か ら、 しか もきわめ て遠方か らもZUrichへ 送 られて き

てい ることに驚か ざるを得 ない。当時 のコ ミュニケーシ ョン手段が不便でかつ信頼性に乏 しか

った こ とを考 える と、 この情報集中力 の高 さは注 目に値 す る。Wickianaに 収 録 され たために、

残 っている これ らの情報 の大 きさこそ、ZUrichが16世 紀 ヨー ロッパの精 神的 な中心 として の

役割を果た していた ことを証拠立て るものに他 ならない。それは もちろんBullingerの 世 界的

な規模 の交際関係 とそ の膨大 な文通、当時最大級、 のおかげであ ることは疑い ない。

C)非 政治的情報

Wickianaに は今 日の新聞の社会面あるいは第三面に載るような事柄の記事が充満してい

る。すなわち庶民の日常生活で起こる事件の数々である。

Wickに よって収録 されたテーマは当時の平均的人間が特にどのようなことに驚き、なにを

大切に思っていたかを現代の我々に伝える、文化史的に貴重な資料といえる。

まず"事 故 と犯罪"と い う見出しのもとにくるような記事である。Wickianaは 殺人、暴力

沙汰、盗みや強盗、河川や湖、海などにおける船の難破、橋の崩壊、失恋からの自殺等々の記

事で溢れている。センセーションを追いかけることにおいては、16世 紀の人間も現代の人と変
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わらない。これらの事故や事件は率直な筆遣いで、細部に至るまで描写され、派手な彩色の挿

し絵が添えられていることも少なくない。外観のところで述べたように多数の挿 し絵は稚拙で

はあっても、事柄を生き生きと読者の眼前に表出させるのに役立ち、Wickianaの 大 きな魅力

になっている。 ところで、Sennは これ らの記事 と挿 し絵は、確かに世人の好奇心を満足させ

るものではあったが、Wickに とってはそれだけが最終 目的だったのではない、と指摘する12)。

む しろWickと 同時代人が生きている"こ の陰欝な時代"を 人々に認識させること、後世の人

にとってもその"証 言"と なることを彼は 目指 した、とい うのである。そ してこの"陰 欝な時

代"と それを指摘するWickの"道 徳観'こ そWickianaに 通底する基本 トーンだとする。こ

の指摘は私にとって新鮮かつ鋭いものであるように思える。16世 紀を近世から近代へかけての

激動の時代と、簡単に位置づけてきたが、その中で生きているごく普通の人々がどのように感

じていたか、などとは考えてみたこともなか ったからである。Wickianaに は同じような事柄

が飽きもせず繰 り返されている。 このことについても、SennはWickに とって報道のオリジ

ナル性よりも、時代の証言となるための、証拠 としての完全性が重要だった、のだ とする13)。

これらの災厄や人間の堕落を描き出すWickは 彼の道徳観で全ての因果関係を明快に説明する。

そこに近代人の疑義逡巡はみられない。このことは"悪"の 捉え方にはっきり現れている。こ

の世の悪は"悪 魔i"と して実在する。その具体的な存在を少 しも疑わない。これはWickだ け

ではない。16世 紀の人々が、 しかも最高の知性と教養を持った人々さえも、悪魔の存在に対 し

ていかなる疑念もいだかなかったことこそ、現代の我々にとって不可解なことはない。 しか し

悪魔が普遍的に存在 し、いつ人間に襲いかからぬとも限らないものであることを当時の人々が

固 く信 じていた、とい うことを理解することによってのみ、近世の魔女狩 りの本質が見えて く

るのである。この世の悪行は悪魔iによって引き起こされる。それを具体的に示す絵がWicki-

anaに 二度登場する。殺人を犯そ うとしている人間の耳元でふいごでその悪事を吹き込んでい

る悪魔の姿である。これは犯罪の責任を人間から他へ転嫁する事でもある。この世から悪を根

絶や しにするためには、悪魔を排除 しなければならない。すなわち悪魔にとりつかれたものを

徹底的に排除 しなければならないのである。魔女は悪魔と結託 して人間に様々な災厄をもたら

すものと考えられた。従ってこの排除に斜酌の余地はなかった。カソリック の地域ばか りでな

く改革派の地域においても魔女の迫害と処刑は無批判に当然のこととして行われた。その集団

異常心i理は多 くの女性を犠牲に した。このテーマはWickianaに 繰 り返 し登場 し、恐怖を呼び

起こすような明確さで、魔女迫害がどれほど広まっていたかを明らかに している。

犯罪者すなわち悪魔iにとりつかれた者の様々な残虐な処刑の様子も繰 り返 しWickianaに 登

場 している。法制史家のFehrは これらの図を編纂 し、詳 しく解説 している14)。処刑が公開で

行われたことは、もちろん恐ろしい処刑が犯罪に走ろうとする人間を威嚇 して思いとどまらせ

る効果が期待されたからである。 しか し実際にどれほど威嚇の効果があったかは、全 くわから
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ない、と彼はい う15)。公開処刑のもっと本質的な意義は別のところにある、すなわち処刑は犯

罪者を人間の共同体から完全に排除することを意味する。それが完全に行われるためには、共

同体に属する人間の立ち会いが欠かせないのである16)。

次から次へと魔汝 や犯罪者の処刑の図はWickに 奇妙な好みの人間とかサデスティックな傾

向がある、等とい う評価をもたらしたが、これは現実の世界を直視させ、人間が悪魔から身を

守るためには、真のキ リス ト者としての生活を送らなければならないとい うWickの 道徳的な

基本姿勢を見逃 しているからだといわざるを得ないだろう。

次にふれなければならないのは自然の異常現象である。Wickianaに は実に多くの自然災害

や天災、あるいは異常気象の話が載っている。自然災害は全ての人間に、老若男女、善人悪人

の区別なく襲いかか り破滅させる。因果関係で説明のつ く人間関係の場合と違って、当時の人

々にとってより不気味に思われた。Wickは これらを神の怒 りの現れ ととらえ、この"印"に

よって人間を矯正 しようとしているのだ、と述べている。以下の文には彼の道徳観がよく現れ

ている。

「かかることは、神が我々をよき生活へと導 くための、警告であ り、鞭であ り、罰なので

あ ります」17)。

「私はかかることを神の怒 りと見なします。もしそれらの原因がほかにあるとしたら、そ

れは我々人間に他なりません。人間は傲慢で、神を蔑ろに し、恩知らずであ り、頭のおか

しな、ねたみ深 く、不機嫌な存在で、まるで理性のない動物のように生きているのです。

神よこの悪天候がさらなる災厄の前触れでないよう、われわれをお守 りください」18)。

災厄はさらに大きな災難の前触れである。終末論的気分のなかにWickと 同時代の人々は生

きていたといえよう。異様な動物、見慣れない鳥、奇妙な魚、奇形児の誕生などもFlugblatt

でセンセーショナルに報 じられた。その一方で、学者や画家による精密で正確な写生図が描か

れた。 しか しその場合でも解釈となると宗教的なものに終わ り、非科学的なものにとどまった。

16世紀後半ヨーロッパで広範囲にわたって北極光が観測された。その色や形態は様々に解釈

されWickianaを 彩っている。もちろん神の警告、ない しは災厄の前触れと解釈された。また

自然における異常現象を一般的な悪い時代の前兆とするのみでなく、具体的な個々の出来事の

前触れとしてもとらえようとした。たとえば1560年 の北極光はこの年の前後に起こったさまざ

まな事件の予告 と考えられ、1570年 の未知の鳥の一群は一年後のZUrich近 辺の厳 しい寒波の、

1571年一月Churで みられた二重太陽の現象は1574、1576年 のChurの 大火の前兆とされるな

ど、ごく一部の例である。これらが時間を遡って解釈されることなど、当時の人々は少 しも意

に介 しなかった。人々の奇跡を信 じる気持ちの強さは揺るぎないものであった。世情は不安に
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満ちてお り、人々は将来はどうなるか大いに知 りたがったのである。

5.目 的

24巻 も の大冊、材料 の多様 さとそれを引 き立ててい る無数 の挿 し絵、30年 近 くに及ぶ、倦む

ことのない収集 とそ のため の労力 と費用 の支 出、い ったい何 のためであ った のだ ろ うか。そ の

目的についてはWickは 詳 しくは語 ってい ない。我 々は また彼が収集が本業では な く、大聖堂

教会 の第二位 の位置にあ る聖職者 と して、 きわめて多忙 な役職に就いていた ことも忘れては な

らない。序文 の一節 〈UnndsoderlaserdieflyRigbesicht,sowirdtersichgr6Rlichverwun-

derenabderTrUbseligenzyth.>19)だ け では彼 の 目的を知 るには十分 ではないだ ろ う。

収集 の 目的についてSennの 論 考を手がか りに考 えてみた い。SennはWickの 生 存中に彼 の

本を借 り出 して読んだ友人や知人か らの、感想を述べた手紙や収集 の継続を励 ます手紙 などを

検討 して、我 々を納得 させ る結論を 出 してい るか らであ る。

この本は単に喜びや楽 しみ のために のみ、 ま してや浅薄 なセン セーシ ョナル な好奇心を満足

させ るために読 まれ るべ きで な く、 この本を読んだ ことで反省 の切 っ掛けが与え られ ることを

意図 してい る。殺人事件、魔女 の火刑、天に現れた恐 ろ しい形や異様 な奇形児 の誕生等が記録

されてい るのは、読者をぞ っとさせ るためでは決 して な く、あ るいは もっと用心深 く言 うなら、

そ のためだけでは ない。すでに述べた よ うに これ らは、人間が変わ り、 よ りよい生活を送 るよ

うに との、神 の警告 と して、真剣に受け止め られ るべ きものなのだ。神学者であ ったWickに

と って この道徳的、教育的効果 の中に彼 の収集 の最大 の 目的があ った ことは疑い ない20)。

]IWickの 人物像 について

既に述べた よ うに作者は"本"の 中で 自身については全 く語 ってい ない。当然本 の内容か ら

そ の作者 の人物像を作 り出す ことに なる。 この本を開いて まず 目につ くのは魔女 の火あぶ りを

は じめ と して、様 々な残虐 きわ ま りない処刑 の場面 の図が繰 り返 し現れ ることであ る。そ の他

に も悪魔 の姿や異様 な形態 の動物、奇形児、異常 自然現象等 々、 また人災、天災を問わず様 々

な災害や事故、殺人 の現場 の情景等 々の絵で溢れてい る。 これ らを熱心に収集 した のは、 この

よ うなものに嗜好を もっていたか らだ、 と誰 しも結論づけた くなる。

初期 の研究者か ら彼に与え られた修飾語をあげてみ よ う:aberglaublichengramlichen(迷 信

深い、気むずか しい)21)、einmerkwurdigerMann(変 人)22)、dereigenartigeKauz(変 わ り

者)23)denallemAnscheinnachetwassadistischveranlagtenChorherrnJohannJacobWick(_

サ デ ィステ ィックな傾 向のあ る_)24)DesSammlersEigentUmlichkeitenwar(こ の収集家 の

特異性...)25)等 々であ る。RicardaHuchは 人 間観察 の鋭 い作家 と して別 の印象 を この作者
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に抱いた。「内省的な思索に耽 り、同時代人のばかばか しい振る舞いや矛盾に満ちた行動をユー

モアを交えたほほえみを浮かべながら、観察 し、書 きとめた人物...」26)。そ して彼を奇妙な

人物ではなく、まさに同時代人の一人としてとらえている。HuchはWickがAntistes候 補の

リス トに載った際の推薦文から、彼が自己の職務にたいへん熱心であったこと、病人や死の床

にある人を心から慰めたこと、などを見い出している。彼が本の中で自身の家庭生活に関する

ことについては全 く語っていないことから、以下のようにむ しろプラスの評価を下 している。

「...宗 教改革時代の改革派の説教師の大部分はWickの ようであったに違いない。自分たち

の信仰が善であることに揺るぎない確信を持つ一方で、対立する側の信仰に対 してきわめて素

朴に憎 しみを抱き、そしてきわめて誠実に世俗的な事柄からは身を引いていた...」27)。それ

を裏付けているのがSennで ある。彼は18世紀のZUrichの 系図学関係史料を調査し、Wickが

三度結婚 し、9人 の子供に恵まれた ことを明らかにした28)。Wickianaに ついては上記で述べ

たが、他人のもたらす情報は徹底的に、網羅的に集めたにも関わらず、自己に関 しては結婚、

子供の誕生といった"大 事件"に も一言もふれなかったのである。現代人であれば自己とい う

個人も社会を構成 してお り、自己に関することも社会的情報の中に入れるのではなかろうか。

また情報を取捨選択せず、入手順に収録 した、とい うことについても、現代では別の解釈が可

能である。もしそれが徹底 して行われるならば、情報収集の方法の一つであることが認められ

るからである29)。改革派の拠点都市ZUrichの 大聖堂教会のAntistesを 補佐するArchidiakon

は決 して閑職などではなく、Antistesほ どではなくとも激職であったにちがいない。ちなみに

Bullingerは 膨大な著作を遺 している。しか し時代の証言 となる情報の収集には手が回らず、

Wickに 任せ、強力に支持 したのである。Wickが30年 弱にわたって資料収集を続けることが

できたのも、ひとえに、到着順の収録を徹底的に行ったためと考えられるのである。
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